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☆家具

認
ド
的
自
然
が
菱
し
い
季
節
．
、
休
み
の
日
に

匪
北
は
野
詞
外
に
出
て
、
鉦
を
と
っ
て
み
て
は

序
“
い
か
が
で
し
ょ
う
。
求
積
で
は
画
材
一

套
式
を
取
り
そ
ろ
え
、
額
縁
も
豊
寓
に
Ⅲ

通
し
て
お
り
ま
す

☆画材嬢縁末積製額

スアイランド
(331)2706

舶
来
な
ら
で
は
の
淡
い
色
調
の
ワ
／

ピ
ー
ス
や
こ
の
夏
流
行
の
白
と
紺
の
ニ

ソ
ト
ア
ン
サ
ン
プ
ル
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
の
難

ハイセン
召雪

ナiff，
ルの
プ他
し ､

☆舶来服飾タカス大丸前

高
級
お
読
と
タ
カ
ス
オ
リ
ジ

ク
器
ル
テ
も
承
っ
て
い
ま
十
℃

前山佃１
１)０３６０

大丸
（3２垂灸鋳L華つるや衣裳店

花
嫉
衣
裳
は
女
牲
ｒ
と
２
４
桓
生
Ｉ

・
度
の
端
れ
的
佃
を
飾
る
雌
商
の
憧
れ

古
式
豊
か
蟻
打
掛
や
ウ
マ
ー
デ
ィ
ゾ
グ

ド
レ
ス
堂
ど
、
つ
る
や
で
ぶ
常
距
新
し

い
ご
火
裳
を
戦
り
揃
え
ｒ
い
ま
す
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☆紳士躯柴田音吉洋服店

一
lnle4I

鱗篭 鰯■

ｎ画

に
虫
に
虫

■
‐
、

､ 鰯

春
夏
も
の
新
着
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り

サ
マ
ー
ッ
ィ
ー
ド
は
い
か
が
で
し
ょ
う

お
仕
立
て
。
仁
が
り
（
上
下
〉
の
お
値
段

英
国
製
（
著
名
メ
カ
ー
）
一
二
万
円
よ
り

英
国
製
（
ド
ー
メ
ル
社
）
一
五
７
．
一
一
一
○
万
円

英
国
製
ビ
キ
ュ
ー
ナ
ー
一
一
五
○
万
円

望肩鋪 匹彊』

木
造
り
の
シ
ッ
ク
で
落
着
い
た
店
内
は
、

と
て
も
居
心
地
の
よ
い
オ
ア
ン
ス
で
す
。

黍
嗣
ソ
高
ぃ
伽
誹
の
も
て
な
し
に
疲
れ
た
心

も
少
し
ず
つ
ほ
ぐ
れ
て
い
く
よ
う
．
…
・
・
。

コ
ー
ヒ
ー
二
百
円
サ
グ
ト
ス
排
製
歌
ン
ド
イ
ッ
チ
ー
ョ
商
凧
十
円

夏
に
先
が
け
て
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
お

し
ゃ
れ
が
目
立
ち
ま
す
傷
リ
ン
グ
、
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
等
く
つ
甲

の
気
品
あ
ふ
れ
る
優
雅
さ
。
若
い
人
に

も
気
軽
に
お
求
め
に
な
れ
る
値
段
で
す

元町１番街浜側
迩（3 3 1）１０７９

元町３丁目
雪（3 2 1 ) 5 9 9 1

…太田くつ甲店元町４丁目
蚕(341)０６９３

元街１番街
画（3 3 1 )６１９５

水
．
当
の
お
し
ゃ
れ
さ
ん
は
、
な
に
げ

な
い
紺
を
う
ま
く
着
こ
な
し
ま
す
。
紺

地
に
白
の
ラ
イ
ン
が
素
適
に
決
ま
っ
た

サ
マ
ー
ー
ー
ソ
ト
は
大
人
の
ム
ー
ド
。
今

流
行
の
ス
カ
ー
フ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

☆洋装貢マスャ

通

☆純喫茶サントス
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藷
》
鋪
》
ャ
帽
鐸
癖
地
睦
銅
種
季
諦
誠
抽
淘
詠
砂

セ
壷
国
査
て
ド
さ
い
セ
ン
タ
ー
街
店
で
ブ
レ
タ

タ
訓
会
副
た
の
ダ
ン
デ
ぷ
ｊ
を
多
い
膿
発
揮
し

ン
３
際
２

，
グ
ャ
ッ
を
豊
富
に
揃
え
て
お
り
ま
す

☆紳士ｼ輔ﾂ大和屋シャツ

弓１４③１５①１６⑧Ｇｂ催■■

』

～＝＝
Ｕ

蕊 意 自=語

》
》
誕
統
癌
一
諦
綜
細
部
鋼
蛙
・
か
宝
榊
岬
畷
い
怖

リ
ル
査
な
店
員
さ
ん
か
、
お
し
毒
れ
州
談
に
も

ン
下
訓
ず
Ｈ
を
奪
わ
れ
る
憎
の
鷲
か
り
親
切

エ
地
３

オ
テ
て
い
ね
い
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
よ

題『

瞳
| ＝

タ

１
１，１

品■

『】Ｉ

蓬
Ｌ

☆宝飾銀製品ｼｺJ-ﾙヅ宝石店

さんちかタウン店
恋３２１－５２５４
センター荏訂店
訟３３１－３０９８

のブしひ
風リやと輝
がルれきや
遊となわく
ぴハコ肘太
まう ' １「陽
すストつと
’ンワ若
１，１ン葉
ブイビの
のル｜香
中スリ
で胸｜よの
、元、中
緑のぉで

》
》
》
ム
嘩
硫
雌
峠
細
諏
峡
銅
諦
柊
紳
珪
鵬
耐
ノ

》
型
岡
こ
と
な
ら
ノ
．
‐
一
と
い
う
ダ
ノ
デ
ィ

葺
向
き
の
新
作

合
套
ス
テ
ッ
チ
の
き
い
た
ブ
レ
ザ
ー
が
初
夏

☆世界の服地 ☆メンズウェア ア ダムＧシンワ
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轡
虫
ご
判
・
』

産
』
劃
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一 ■

目
舵
思
わ
ず
平
が
の
び
て
し
ま
う
、
あ

筋
訂
邦
さ
、
リ
と
し
た
ｔ
口
皿
な
勘
さ
わ
り
の
ケ
ー

錘
珂
キ
の
散
々
新
製
品
の
ス
ィ
ス
チ
ョ
コ

区
公
レ
Ｉ
卜
も
ｋ
好
評
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の

誠
お
叫
牌
に
か
か
せ
表
せ
，
八

とんかつ一番
一
一
つ
茶
屋
の
『
・
階
層
あ
る
と
ん
か

つ
一
郵
欧
は
、
ス
タ
『
ナ
叫
理
の
決
定

版
ノ
．
落
と
着
い
た
店
内
で
こ
む
く
り

御
評
風
味
下
さ
い
他
に
串
か
つ
、
エ
ビ

か
つ
も
あ
り
ま
す

☆世界の食料品 ド
弱
も
う
す
っ
か
り
有
名
に
な
』
た
神
戸

牢
恭
の
味
写
真
は
生
ハ
ム
、
ツ
ン
ゲ
ノ
ガ

ア
訂
ル
ス
ト
、
べ
Ｊ
１
ロ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
升

，
卜
３蓉

ラ
ミ
で
す
い
つ
食
べ
て
も
満
足
で
釜

る
味
は
賞
重
で
す
ね

さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
で
シ
ョ
リ
ヒ
ン
グ

の
途
小
ｒ
、
ち
よ
フ
と
お
腹
が
す
い
た
と

き
ｒ
は
気
軽
に
お
立
寄
り
下
さ
い
暖

い
釜
め
し
や
そ
ば
、
う
と
ん
は
き
っ
と

お
気
に
召
し
ま
す
よ

蘭
さんちか
味ののれん街
公３９１５３５８

☆食事免 ん☆和食・麺類 元町１丁目
壷３３１－０７５５
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建
材
に
ソ
ッ
ポ
を
向
け
た
〃
バ
ロ
ン
“
の
オ
ー
ナ
ｌ

ま
だ
三
十
代
の
黒
田
さ
ん
と
い
う
若
い
社
長
さ
ん
だ

た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
い
気
が
し
た
。
な
ぜ
な
ら
セ

ン
タ
ー
街
に
あ
っ
た
〃
バ
ロ
ン
〃
は
そ
れ
迄
、
モ
ダ

ー
ン
な
コ
ー
ヒ
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
か
ら
．
「
時
間
が

す
ぎ
る
ほ
ど
味
が
で
る
イ
ン
テ
リ
ア
は
、
木
と
煉

瓦
と
鉄
だ
と
思
っ
た
も
ん
で
す
か
ら
ね
。
ま
だ
若

い
し
、
の
れ
ん
を
つ
く
る
と
い
う
意
味
も
あ
っ
て
、

さ
ん
プ
ラ
ザ
を
本
，
店
に
、
ト
ア
ロ
ー
ド
は
恥
神
戸
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
つ
も
り
で
造
っ
た
ん
で
す
よ
。

業
や
か
ら
ど
の
店
か
ら
も
ロ
ス
は
串
﹇
せ
な
い
し
、
自

趣
味
は
こ
れ
で
も
か
な
り
押
え
て
い
ま
す
。

益
も
大
事
や
け
れ
ど
、
家
業
家
と
し
て
何
に
満
足
感

と
価
値
感
を
持
つ
か
と
い
う
こ
と
。
も
う
か
ら
ん
こ
と
し
か
せ
ん
と
い
う
大
阪
人
と
そ
の
辺
で
違
っ
て
く
る
ん

ゃ
ね
。
神
戸
は
も
う
け
る
つ
も
り
で
な
く
造
っ
た
ら
も
う
か
る
と
い
う
街
で
、
付
加
価
値
が
魅
力
な
ん
と
ち
が

い
ま
す
か
」

学
生
時
代
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
は
遊
ん
だ
そ
う
だ
が
、
そ
の
せ
い
か
卒
業
し
て
も
人
に
使
わ
れ
る
身
に
は

興
味
が
湧
か
ず
、
お
母
さ
ん
に
資
金
を
出
し
て
も
ら
っ
て
始
め
た
モ
ダ
ー
ン
な
テ
ィ
ル
ー
ム
〃
バ
ロ
ン
〃
が
自

家
営
業
の
ス
タ
ー
ト
。
四
十
代
に
入
っ
て
、
こ
れ
か
ら
、
好
き
な
神
戸
の
街
に
、
自
分
の
息
の
か
か
っ
た
商
売

を
し
て
行
き
た
い
と
意
欲
的
。
さ
‐
ん
プ
ラ
ザ
の
フ
ー
ノ
ミ
リ
ー
な
タ
ッ
チ
、
ト
ア
ロ
ー
ド
の
デ
イ
ト
が
で
き
る
雰

囲
気
、
セ
ン
タ
ー
街
の
落
ち
つ
い
た
伽
誹
を
味
わ
う
店
。
神
戸
の
街
の
中
で
の
Ｔ
・
Ｐ
．
Ｏ
が
判
る
黒
田
さ
ん

の
新
し
い
商
い
の
セ
ン
ス
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

坂
の
街
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
に
は
暖
た
か
い
煉
瓦
が
よ
く
似
合
う
。
旧
居
留
地
で
出
会
う
煉
瓦
造
り
の
兼
松
江
商
の
建

物
の
ハ
イ
カ
ラ
さ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
高
層
ビ
ル
が
続
い
た
あ
と
に
、
ほ
っ
と
人
心
地
が
す
る
。

・
一
九
七
一
年
の
秋
。
英
国
風
レ
ス
ト
ラ
ン
と
喫
茶
の
〃
バ
ロ
ン
〃
が
、
煉
瓦
と
木
と
鉄
を
使
っ
て
古
風
な
格

調
の
あ
る
店
づ
く
り
で
神
戸
っ
子
に
お
目
見
得
し
た
と
き
〃
あ
、
い
い
な
っ
ノ
．
〃
と
思
っ
た
。
そ
れ
は
さ
ん
プ

ラ
ザ
地
下
の
目
抜
き
通
り
に
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
、
テ
ラ
ス
に
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
も
あ
っ
て
、
〈
遊
び
〉
の
あ
る
空

間
に
な
ぜ
か
心
よ
さ
を
感
じ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

そ
の
う
ち
、
翌
年
の
七
月
に
ト
ァ
ロ
ー
ド
の
街
角
に
、
二
階
建
の
絵
に
な
る
コ
ー
ヒ
シ
ョ
ッ
プ
が
彩
り
を
そ

え
、
十
二
月
に
は
、
セ
ン
タ
ー
街
の
入
口
の
地
下
一
階
に
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
、
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
で
、

一
杯
一
杯
サ
イ
フ
ォ
ン
仕
立
て
で
飲
ま
せ
る
と
い
う
趣
向
で
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
。

瑚誹とレストランノﾏ ロン
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‐
Ｊ
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純
神
戸
肉
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
弁
当

ノ

、／

春の旅行のお供には､ 淡路屋のお弁当を…。

I債

・しゃぶしゃぶ弁当のお召しあがり方・
容器の「ぼん酢」に「もみじおろし」を加え、純神戸肉やお野菜
をたっぷりつけてお召しあがりください。

ｉ神戸肉の特上をたっぷり。もちろん野菜も、｜
ｉくだものもたっぷり。特製のタレにシャブシ｜

社団法人国鉄構内営業中央会会員｜ヤブつと肉をつけて口に入れれば､ 舌の上で｜
神戸駅・新神戸駅お弁当の｜トロケるような味です。これまでになかった｜

②瑞銘墨幽誕と哨塗－－－１
〒6 5 o 神戸市生田区相生町２

、壷神戸(078)351-1682(イロハニ)テレックス5622-609'

（
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隅
、
皿
哩

二且

賦
恥
俄
跡
齢
屋
“
除
い
、
銅
１
吋
Ｉ

Ｆ
坐

Ｉ

＄

コーヒー3 5 0 円

あ なた専用のボトルをお持ちになりませんか。
ご入会金は￥1 0 , ( j O O です．ご入会の方には、卑用のナンバーのはいく特典〉
ったｷ ｰ ﾎ ﾙ ダｰ をお渡しいたします｡ また色々な特典もあります｡ ●安い料金でお楽しみいただけます｡ ･ 夏にはﾖ ｯ ﾄ ､ ｼ ｬ ﾜ ｰ ､ そ
すでにキープなさっている方は入会金はいりません｡ 自動的に会員です。の他を無料でお貸しいたします（専属コーチ付) 。●安く海外旅行が

閏
１
㎡

ヨットやモーターボート・でもおこし頂けるできます。・パーティ、集会などにサロンをお貸しいたします。ご自南仏風レストラン

SEASIDECLIJB麓堅《塔…~w『ぶーﾃ'に割引鋼繕い…ＰＡＬＡＣＥ

ＳＨＩＯ別&皇雪繍ｼ円；耐y鼎２０肺淵樵%‘淵0 0円、
、

神戸市垂水区塩屋町字高尾17 9の６シーサイドパレス塩屋内☆営業時間１１：00Ａ.Ｍ～１１：００Ｐ.Ｍ，無休
、（国鉄塩屋駅西400メートル）ＴＥＬ753-1373(駐車場完備）

４

｜

詮－－塾１１“ 灘嬢翼霞睡,錘織、
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』

/(T天王 サウナのあとで､お美顔をどうぞ/、トサウナのあとで､ お美顔
Ｆ
Ｉ

Ｌ

き生きと美しし、

『

2 倍の効果ですも2 倍の効果ですも2倍の
ロ
凹
面
８

卸一

;j‘

●パラフィン美顔
パラフィンの特性を生かした
効果の高い独自のバック
古い角質をとりさって
みずみずしい素肌を
よみがえらせます￥3 , 0 0 0

●パラフ
パラフィ
効果の言
古ぃ角匿
みずみず
よみがえリリ

●勇垂喜美顔
薬草エキスとハチミツが
はいった栄養パック
うるおいのある色白の
お肌に－￥3 . 0 0 0

』

リ

扉

ルヒュテイサロン

１

●サウナコース￥１，４００●お顔そり
お顔のすっきりした印象を
つくります￥1 . 5 0 0

●サウ

ｉ
ｙ
州

女性のためのトータルビュティサロン
占圧

神戸☆ルテヅズサウナγズグウア

蝿

神戸市生田区下山手通２－２９神戸サウナビル２Ｆ
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 2 1 - 4 7 4 2 . 4 7 4 1

営業時間／朝1 1 時～夜３時年中無休

･ ２９神戸サウナビル２Ｆ
2 1 - 4 7 4 2 . 4 7 4 1
夜３時年中無休 ノ
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ヘアーデザイン／西野明
カメラ／米概定雄モデルゾ河野佳衣･ 』

ハミン

「 、

ノ

若葉の畷き、風の グしたい昼下がり。

、

と
卸

り

b e a u t y s a I o n

〃2'Ｃｌ<irq郷彦qkiiq
西野明 西野笑子

神戸市生田区北野町3 丁目6 5 ノ３神戸市生田区三宮町２丁目３５
９:o0am～6:o0pm雷221-908010:O0am～6:O0Pm霊33か4461

あきらでは鶴お客様のカットのご相談を受けております｡お気'隆にお申Lつけください。毎月剛､第三月･火眼定休｡ブノレあきらには駐車j ﾙありますｂ
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生田区下山手通２丁目3 4 ( トアロード）
ＴＥＬ３３１．７１６８

平日１１：３０ＡＭ～２：４５ＰＭ５２０ＯＰＭ～ｇ：０ＯＰＭ
日曜日２：０ＯＰＭ～９：０ＯＰＭ
月曜日定休（連休のときは営業）

、／
神戸ビーフあ・ら。力､ ると（１）

Ｖ

原
、

刀〃義ステーキハウスＺ

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
●
、
、
、
雷
電
一
一

ノ

、ｒ 神戸ビーフあ・ら。力則ると（１）

③各部位肉

④和牛の優秀性③各部位肉の特色

Ａ・ネック
Ｂ・肩ロース
Ｃ・リブロース
Ｄ・ロインロース

( サーロイン）
Ｅ・ヒレ

( テンダーロイン）
Ｆ・肩バラ・トモバラ

ポ
ン
チ
モ
ー
ネ

ラ
イ
モ
ス

●
●
●
●

Ｇ
Ｈ
‐
』

和牛には、黒毛和種、褐（あか）毛和種、無角和種の牛肉はその部位によって肉質、等級が異ります。
三品種がありますが、国内で数力畷も多く、肥育（家畜各部位の名称は上図のようになるが、ヒレ、リブロース
の肉量を増加するために行なう飼育法）によって般上のは一等肉、ランは二等肉、外モモは三等または四等肉、
肉質になるのは黒毛です。和牛の肉がおいしいのは、肥首、スネは五等肉と決められています。
青の原料となる素牛が肉牛として優秀であることと、肥，肉そのものをおいしく食べるステーキ、ロースト、焼
育の技術が外国よりも秀れているからです。ビールを飲肉などには、ヒレ、ロース、ランなど最上肉が、すき焼
ませてマッサージをするという“伝説，’も生まれるほどき用としては霜降り肉のヒレ、ロースが、カレーやシチ
行き届いた飼養管理で極上の箱降り肉が得られるのです。１－、煮込みには、プリスケ、バラ、クビスジ、股肉な
素牛には褐毛や無角も適していますが、一般には黒牛ど硬い肉が、スープには尾、骨つき肉、脂肪分の少ない
が選ばれ、特に兵庫県北部で飼育される『但馬牛」の雌硬い肉がそれぞれ適しています｡ ( 次回はロースの話です）
が最上といわれています。
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１
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〆 、

図

肥
醒
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Ｋ
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幸
，
１
超
Ⅱ
』
．
１
０
率
ロ
０
７
画
』
Ⅷ
邪
Ｉ
風
‐
軸
津
Ｌ
誠
二
異
．
三
一
昨
』
“
毎
眺
苛
一
生

若葉の季節となりました。
フック東店では新鮮な材料と吟味
されたメニューを取り揃えて、み
なさまのお越しをお待ちいたして
おります。岩田正崇

夕⑮

湘暇０ＧＫ認１Ｍ灘鯛鰯ｉ
フサク東店禰濡調1赤：

一一

ビーフステーキの店

識

１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ

Ｋ； ノ

＃
Ｉ
■
●
Ｉ
■
”
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旬

１

／
●この店この味鋤ねる人'畑ﾏｽ子さん(工書膳索)今川美千代さん(張輔）

今日のお客様は、元町文化学院を開く工芸作家の畑マス子さんと、そのお弟子さんであるヤングミ
セス、今川美千代さん。畑さんはこの道二十年余りとお聞きしたが、大変若々しくて魅力的な零囲気
をお持ち｡ 今川さんもとてもﾐ ｾ ｽ にはみえないですﾈ ｡ そのヒケツは好きな事をして､ 生活をエン
ジョイなさっているからでしょうか。これからもますます御活踊なさることでしょう。
舌づっみをうたれたこの日のメニューは、春巻き、搾菜妙肉紳と腰果蝦仁でした。

１

蕊』。，

｜
･足’

溌藷

鶴｡肺｡……,…
東料雨冒織i i別

ｉ一

薦繊
N浄壁』。望蒙戸 'i夢

~ 呂

詞ミ

一 一三写ダ、宝雲呂

~ －－ ｰ

元町１丁目協和銀行北側小路西入る

何s s '１－ｓフヨロ･ＧＢ'Ｗ１
、

、

ノ
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一
な
・
ん

〆 ~、

でサンドウィッチにしても最高。

バックステューベベルは、センタープラザと
サンプラザの間を地下へおりた所にあります

バックステューベ

い て

、、

センタープラザ地下衝( 0 7 8 ) 3 3 1 - 0 0 2 2

－ノ

タ

バックステューベベルはドイツ語で焼きたてのパンを
売る店。
少しずつ何回も焼き上げます。あなたにいつでも焼き
たてのパンをお求め頂くためです。
本格派の店の、焼きたてのパン。
きっとあなたを恵にいたします。

』山。
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凸

ノ

、一
互
一

》
燕 中

突
提
の
噴
水
公
園
の
山
側
に
あ
る
く
伽
俳
タ
イ
ム
〉
は
活
気
の
あ
る

コ
ー
ヒ
シ
ョ
ッ
プ
。
ミ
ナ
ト
で
働
く
人
々
と
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
オ
ア
シ
ス
で
す
。

タ
イ
ム

い
き
い
き
、
と
。
ミ
ナ
ト
神
戸
の
加
排
時
間
。

i1,J
砂ｒ

園

,| |非：一一 ÷

琴

『
一
｛

一
■
Ｐ
０
２
０
０
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ

神戸市生田区栄町通３丁目４４
中突提噴水山側
ＴＥＬＯ７８( 3 3 1 ）１６０５
年中無休／７：0 0 ＡＭ～７：O ０ＰＭ

Ｉ

脱
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P

■
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Ｌ
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嗣
両
切
弓
両
尿
跨
司
句
両
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】
嗣
邑
》
ｚ
一

一
ｍ
①
ｍ
↓
ｎ
ｏ
｛
｛
の
①
一
コ
「
Ｏ
芝
コ
ー

Ｉ
Ｉ

■
神
戸
と
エ
ト
ラ
ン
ゼ
〈
ノ
ル
ウ
エ
ー
〉

ユ
ア
ー
ド
・
ベ
ン
ゴ
ー
ド
さ
ん
と
エ
ン
デ
ィ
・
ベ
ン
ゴ
ー
ド
さ
ん
は

新
婚
二
週
間
め
と
い
う
ア
ッ
ァ
ッ
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
旦
那
様
と
ア
メ

リ
カ
人
の
奥
様
の
出
逢
い
は
二
年
前
の
御
影
の
街
。
口
を
揃
え
て
神
戸

の
街
を
礼
讃
。
中
で
も
〃
に
し
む
ら
“
の
コ
ー
ヒ
ー
は
格
別
ノ
．

一
雪
毒
可
細Ｏ

Ｂ

ノ

、
、

寅
画

．､､駒い
’
１
１１

桐
副
一
』

1Ｗ
蕊 覇弓

Ｉ

" 篭慧

中山Ｆ本店

８: 3 0 A M - 1 1 n 0 P M

８: O 0 A M - 1 0 m P M

1 0 : O 0 A M - 1 0 : o 0 P M

1 0 : O 0 A M - 1 1 : 0 O P M

Ｌ

一
一

一
一
』 。

母
屋
。
｛
｜
声

選
伊

噂 瞳
豊
呈

一
一
｛

国

司

中山手本店〈中山手１丁目〉2 2 1 - 1 8 7 2
石屋川店〈阪神石屋川駅浜側> 8 4 1 - 0 7 6 3
センター街店〈三宮センター街> 3 9 1 - 0 6 6 9
北野店〈会員制．山本通2の9 > 2 4 2 - 1 8 8 0
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呼
延
ぷ

／明 よ；-Ｆるい陽ざしの初夏お出かけに ゆれるドレス花のように蝶の

樋

ｰ －

蕊差

足

神戸トアロードＴＥＬ３３１－６７１１
東京・五反田T E L O 3 - 4 9 4 - 3 1 2 9

壷ｿ ＝乱. ｡

ノ

譲

神戸トアロードＴＥＬ３３１－１８１８
大阪阪神ＴＥＬ 3 6 1 - 1 2 0 1

■

婦人帽子

マ 鉾シン
オートクチュール

ヱコターニュートン
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ダークダックス

蛎
日
（
土
）
４
時
国
際
会
館
二
○

○
○
円

★
北
島
三
郎

妬
日
（
土
）
①
２
時
②
５
時
明
石

市
民
会
館
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・

二
五
○
○
円
Ｃ
・
二
○
○
○
円

☆
神
戸
女
子
薬
大
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部

八
音
楽
Ｖ

★
キ
ャ
ロ
ル

５
日
（
水
）
①
２
時
②
６
時
国
際

会
館
前
売
・
八
○
○
円
当
日
・
一

○
○
○
円

☆
遠
藤
実

７
日
（
金
）
６
時
半
国
際
会
館
民

音
・
一
七
○
○
円

★
島
倉
千
代
子

８
日
（
土
）
①
２
時
②
５
時
半
国

際
会
館
Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二

○
○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
雲
○
円

☆
加
山
雄
三

９
日
（
日
）
①
１
時
②
４
時
国
際

会
館
Ｓ
・
二
○
○
○
円
Ａ
・
一
六

○
○
円
Ｂ
・
一
二
○
○
円

★
関
西
学
生
吹
奏
楽
連
盟
合
同
演
奏
会

哩
日
（
水
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
三
○
○
円

☆
神
戸
音
楽
友
の
会
合
唱
団

担
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
音
楽
友
の
会
・
七
○
○
円

☆
全
日
本
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

守
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
】

・
一
九
○
○
円

☆
神
戸
商
大
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

鋤
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
四
○
○
円

☆
プ
ラ
ス
・
ポ
ル
テ
ー
ニ
ョ

釦
日
（
日
）
２
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
三
○
○
円

★
神
戸
学
生
ギ
タ
ー
連
盟

孤
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
三
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

☆
民
芸
『
七
人
み
さ
き
」

皿
日
（
金
）
お
日
（
土
）
６
時
お
分

晦
日
（
日
）
１
時
半
Ⅳ
日
（
月
）

四
日
（
水
）
鋤
日
（
木
）
６
時
躯
分

労
演
・
一
六
○
○
円
出
波
／
北
林
谷

栄
・
奈
良
岡
朋
子
ほ
か

☆
「
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」

型
日
（
金
）
５
時
半
型
日
（
土
）
①

唯
時
半
②
５
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
・
四
五
○
○
円
Ａ
・
三
八

○
○
円
Ｂ
・
三
○
○
○
円

出
演
万
森
繁
久
弥
・
上
月
晃
・
淀
か
お

る
ほ
か

八
そ
の
他
Ｖ

☆
市
民
映
画
劇
場
「
無
防
備
都
市
」

四
日
（
水
）
鋤
日
（
木
）
６
時
半
神

戸
文
化
小
ホ
ー
ル
四
五
○
円

☆
上
方
落
語
人
別
帖

型
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
前
売
・
一
○
○
○
円
当
日
・

一
二
○
○
円

☆
浪
曲
名
人
会

瓢
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
・
一
○
○
○
円

鰹識

灘鱗 ：一
副
割
引
『
．

§

溌騨登城謹驚饗
プリザベーション・ホール・ジャズ・バンド

即
日
（
木
）
６
時
半
国
際
会
館

Ｓ
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
門

★
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン

理
日
傘
古
①
２
時
②
６
時
半
国

際
会
館
民
音
・
一
六
○
○
円

☆
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

型
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
無
料

☆
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ム
ス
タ
キ

鎚
日
（
水
）
６
時
半
国
際
会
館
音

楽
友
の
会
／
Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・

二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
二
○
○
円

☆
関
西
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
団

妬
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル

☆
第
三
回
』
跨
園
園
目
署
員
◎
再
圃

”
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

レノ
☆
フ
ィ
ル
・
ウ
ッ
ズ
＆
ズ
ー
ト
・
シ
ム
ス

麺
日
（
土
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○

○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
室
内
管
弦
楽
団

鋤
日
（
土
）
７
時
国
際
会
館
民
音

軍
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
四
○
○
円

★
二
葉
百
合
子

、
日
（
日
）
①
皿
時
②
３
時
国
際

会
館
Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
二
三

○
○
円
Ｂ
・
一
八
○
○
円

★
ダ
ー
ク
・
ダ
ッ
ク
ス

識

曇蔦輔諺 案
間 が令嬉

６
月
６
日
（
日
）
４
時
神
戸
国
際
会

館華
腿
な
る
愛
の
絶
唱
／
・
プ
レ
ン
ダ
・

リ
ー
の
磨
き
あ
げ
た
本
物
の
魅
力
を
。

Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
一
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割

引
。６

月
妬
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル

フ
ィ
ラ
デ
ィ
ル
フ
ィ
ア
の
エ
ン
ゼ
ル
、

世
界
の
恋
人
が
再
度
来
日

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割

引

１
１０９

５
月

挿

溌
鵜

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
神
戸

っ
子
編
集
室
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

森繁久孫

蛍灘蕊

ｉｉ鍵

★
ス
リ
ー
デ
ィ
グ
リ
ー
ズ

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す
。

☆
プ
レ
ン
ダ
・
リ
ー

護
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将
棋
界
の
風
雲
児
、
と
で
も
呼
ぼ
う
か
。

十
八
歳
で
四
段
、
二
十
歳
で
結
婚
し
た
と
き
七
段
、
三
十
歳
で

「
棋
聖
」
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
、
と
い
う
出
世
ぶ
り
。
一
一
年

後
に
は
「
王
位
」
の
座
を
独
占
し
て
い
た
大
山
康
晴
を
破
っ
て
史

上
二
人
目
の
王
位
と
な
っ
た
。
い
ま
や
超
Ａ
級
な
の
で
あ
々

か
と
思
う
と
、
翌
年
に
は
後
輩
の
中
原
誠
に
ぶ
ざ
ま
な
四
連
敗

を
喫
し
て
タ
イ
ト
ル
を
奪
わ
れ
、
四
十
九
年
の
順
位
戦
で
も
ガ
タ

こ
の
五
月
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ソ
ニ
ー
か
ら
レ
コ
ー
ド
を
出
し
た
。

演
歌
二
曲
。
Ａ
面
が
〃
ま
あ
、
中
年
の
酒
飲
み
む
き
″
で
、
題

し
て
「
祝
盃
」
、
裏
面
は
メ
ロ
ド
ラ
マ
ふ
う
の
「
お
ゆ
き
」
：
。
…
、

三
十
六
歳
の
新
人
歌
手
で
す
ね
。

「
い
や
、
将
棋
を
覚
え
た
ん
は
十
歳
や
け
ど
、
歌
の
方
は
五
歳
か

は
た
ち

ら
。
も
う
一
一
十
歳
の
こ
ろ
に
は
、
三
宮
の
流
し
（
演
歌
師
）
は
、

た
い
が
い
顔
見
知
り
で
し
た
な
。
ま
、
セ
ミ
プ
ロ
み
た
い
な
も
の

で
・
・
・
…
」

当
時
、
月
十
万
円
出
す
か
ら
…
…
と
流
し
に
な
る
よ
う
誘
わ
れ

た
。
本
人
の
月
収
が
八
千
円
し
か
な
か
っ
た
こ
ろ
だ
。

「
ボ
ク
は
音
域
が
広
い
ん
で
す
。
２
オ
ク
タ
ー
ブ
、
こ
な
せ
ま
す

か
ら
ね
」

で
、
吹
き
こ
む
と
き
も
〃
美
空
ひ
ば
り
な
み
に
、
た
っ
た
三
十

分
で
二
曲
と
も
Ｏ
Ｋ
“
ｌ
そ
れ
も
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
つ
も
り
で

初
め
て
ス
タ
ジ
オ
入
り
し
た
日
に
…
…
と
か
。
（
つ
ま
り
、
度
胸

も
満
点
と
い
い
た
い
わ
け
だ
）

「
歌
手
に
な
る
こ
と
と
、
紅
白
歌
合
戦
の
審
査
員
に
な
る
こ
と
が

夢
や
っ
た
ん
で
す
が
ね
、
こ
れ
で
一
つ
果
た
せ
た
わ
け
で
す
わ
」

し
か
し
、
ヒ
ッ
ト
す
る
か
ど
う
か
。

（
即
座
に
）
売
れ
ま
す
。
最
低
五
万
枚
は
出
ま
す
な
」

将
棋
九
段
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
で
二
万
、
歌
の
中
身
で
三
万
、

と
分
折
し
て
み
せ
て
、

「
秋
に
は
Ｌ
Ｐ
を
出
そ
う
か
ナ
。
も
っ
と
も
、
う
ち
の
家
内
は
〃
お

ガ
タ
と
Ａ
級
二
位
か
ら
Ｂ
級
へ
転
落
し
た
り
…
…
。

博
多
な
ど
大
手
の
レ
コ
ー
ド
店
ま
わ

謡
番
組
に
も
登
場
す
る
ら
し
い
が
、
そ

け
。
理
由
は
「
将
棋
フ
ァ
ン
が
怒
り
出

「
な
ぁ
に
、
歌
の
方
が
ひ
と
区
切
り
っ

て
ま
た
バ
リ
バ
リ
勝
ち
や
あ
い
い
。
簡

将
棋
九
段

重
森
守
内
藤
国
雄

人
間
模
様
八
第
四
回
Ｖ

八
元
朝
日
新
聞
神
戸
支
局
長
Ｖ

本
職
の
話
に
な
る
と
、
ひ
と
き
わ
不
敵
な
自
信
が
よ
み
が
え
っ

１
１１０
１

父
ち
ゃ
ん
の
歌
、
十
二
曲
も
聞
か
さ
れ
た
ら
ウ
ン
ザ
リ
す
る
″
い

う
て
ま
す
け
ど
…
…
」

い
け
し
ゃ
あ
し
ゃ
あ
、
自
信
満
々
の
口
調
が
、
こ
こ
で
初
め
て

崩
れ
た
。

「
い
や
、
ほ
ん
ま
の
と
こ
、
一
曲
だ
け
〃
王
将
″
み
た
い
な
将
棋

の
歌
を
出
し
た
い
で
す
な
。
坂
田
三
吉
の
孫
弟
子
で
す
か
ら
ね
」

て
き
た
。

り
を
し
た
り
テ
レ
ビ
の
歌

れ
も
五
、
六
の
二
カ
月
だ

す
か
ら
」
だ
と
い
う
。

い
た
ら
、
将
棋
に
も
ど
っ

単
な
も
ん
で
す
わ
」

よ
う
や
く
将
棋
さ
し
の
顔
に
な
っ
た
。

題
字
・
望
月
美
佐
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を
か
け
遅
れ
た
ぐ
ら
い
だ
。

第
一
、
モ
ッ
サ
リ
型
の
多
い
将
棋
さ
し
と
は
、
て
ん
で
イ
メ
ー

ジ
が
違
う
。
白
面
、
貴
公
子
然
と
し
て
、
ま
ァ
、
大
企
業
の
中
堅

エ
リ
ー
ト
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

ど
う
も
〃
勝
負
師
″
っ
て
印
象
じ
ゃ
な
い
で
す
ナ
。

「
ア
、
私
？
え
え
。
パ
チ
ン
コ
も
マ
ー
ジ
ャ
ン
も
、
勝
負
ご
と
は

み
ん
な
キ
ラ
イ
で
す
」

そ
う
い
い
な
が
ら

「
相
手
が
ど
ん
な
上
位
で
も
、
私
は
〃
勝
っ
て
モ
ト
モ
ト
″
と
思

っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
な
」

敵
を
の
む
気
慨
。
鼻
っ
柱
の
強
さ
。
そ
れ
で
い
て
、
執
着
心
は

決
し
て
強
く
な
い
。
勝
負
に
淡
白
と
も
い
わ
れ
る
。

打
ち
方
に
も
、
そ
れ
が
出
る
。
ど
ん
な
戦
法
で
も
こ
な
す
。
変

そ
う
い
え
ば
結
婚
後
に
も
一
年
間
負
け
つ
づ
け
て
六
段
に
下
げ

ら
れ
た
〃
前
科
″
が
あ
る
。
そ
の
あ
と
で
十
五
連
勝
と
い
う
大
記

録
を
樹
立
し
、
世
間
を
ア
シ
と
い
わ
せ
た
こ
と
も
。

「
ボ
ク
の
将
棋
ね
、
完
成
し
て
い
な
い
の
が
自
慢
な
ん
で
す
。
つ

ま
り
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
る
っ
て
こ
と
」

テ
レ
も
せ
ず
、
悠
然
と
い
っ
て
の
け
、

「
物
事
に
は
勢
い
っ
て
も
の
が
あ
る
。
実
力
は
上
が
っ
て
る
と
き

で
も
、
連
敗
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
わ
な
」

勢
い
、
と
い
え
ば
、
こ
の
ひ
と
、
歩
き
方
に
も
加
速
が
つ
い
て

い
る
感
じ
。

ア
ゴ
を
ひ
き
、
背
筋
を
シ
ャ
ン
と
伸
ば
し
、
い
つ
も
扇
子
片
手

に
バ
ツ
と
砂
を
蹴
立
て
て
歩
を
運
ぶ
。
西
宮
北
口
の
路
上
で
待
合

わ
せ
し
て
い
た
が
、
あ
ま
り
の
ス
ピ
ー
ド
に
、
こ
ち
ら
、
つ
い
声

１
１１
１
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神
戸
生
ま
れ
。

学
匡

お
し
ゃ
れ
で
、
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
、
熱
し
や
す
く
冷
め
や

す
く
、
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
情
熱
的
…
…
と
、
ま
あ
、
神
戸
っ
子

の
特
性
を
あ
ら
か
た
兼
ね
備
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

葺
合
・
脇
浜
に
あ
っ
た
薬
局
の
四
男
坊
。

長
兄
が
十
級
、
次
兄
は
五
段
。
三
番
目
の
兄
も
三
段
と
、
文
字

通
り
の
将
棋
一
家
で
あ
る
。

周
囲
の
大
反
対
を
押
し
き
っ
て
大
恋
愛
の
す
え
結
婚
し
た
三
津

子
夫
人
と
の
間
に
、
小
学
生
の
お
嬢
さ
ん
が
ふ
た
り
。

「
駒
の
並
べ
方
は
教
え
て
あ
る
ん
で
す
。
し
か
し
、
興
味
は
示
す

も

け
ど
、
一
二
十
分
と
保
た
ん
で
す
な
。
女
性
棋
士
は
数
が
少
な
い
か

ら
、
ト
ク
な
ん
だ
け
ど
な
ァ
」

い
っ
た
い
、
九
段
の
年
収
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
の
も
ん
で
す
か

ね
え
。

「
一
流
で
一
千
万
円
、
日
本
一
な
ら
二
千
万
円
と
、
神
戸
新
聞
に

将
棋
さ
し
の
相
場
が
出
て
ま
し
た
な
」

数
が
多
い
の
だ
ろ
う
。
ワ
カ
ル
、
ワ
カ
ル
。

「
こ
ん
ど
、
歌
を
吹
き
こ
ん
で
み
て
、
つ
く
づ
く
将
棋
は
個
人
プ

レ
ー
や
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
な
。
ひ
ご
ろ
の
節
制
も
〃
こ
こ

が
勝
負
手
や
、
行
け
″
と
い
う
判
断
も
、
す
べ
て
自
分
ひ
と
り
で

決
め
な
い
か
ん
か
ら
ね
え
」

舌
先
、
い
よ
い
よ
冴
え
わ
た
っ
て

「
棋
界
は
、
お
世
辞
の
通
用
し
な
い
、
キ
レ
イ
で
純
粋
な
ト
コ
や

と
い
わ
れ
ま
す
け
ど
ネ
、
そ
う
で
も
な
い
で
す
よ
。
チ
ャ
チ
な
作

戦
使
う
て
ネ
、
〃
そ
ん
な
に
ま
で
し
て
勝
ち
た
い
の
か
紗
と
思
う

こ
と
多
い
で
す
な
ぁ
」

対
局
中
の
タ
ン
の
吐
き
方
か
ら
、
便
所
へ
の
急
ぎ
つ
ぶ
り
ま
で

名
指
し
で
バ
ラ
し
て
み
せ
「
勝
負
ち
ゅ
う
の
は
、
キ
タ
ナ
イ
も
ん

で
す
」そ

れ
に
反
し
て
、
九
段
、
ア
ナ
タ
は
対
局
中
で
も
得
急
の
ウ
タ

な
ど
を
？

「
ハ
ハ
ハ
、
や
っ
ぱ
り
出
ま
す
な
了
。
調
子
の
よ
い
と
き
、
そ
れ

に
、
も
う
ど
ん
な
手
を
打
っ
て
も
ア
カ
ン
と
き
」

L

’
112

幻
自
在
、
つ
ね
に
相
手
の
意
表
を
衝
く
。
タ
イ
ト
ル
戦
の
よ
う
な

大
一
番
ほ
ど
、
奇
手
が
多
い
。

将
棋
は
シ
ョ
ウ
だ
、
な
ん
て
い
っ
て
ま
し
た
ネ
。

「
鋒
る
方
が
面
白
う
な
い
と
い
か
ん
、
と
い
う
意
味
で
ね
。
な
に

か
新
し
い
、
変
わ
っ
た
打
ち
方
す
る
の
は
危
険
が
と
も
な
う
。
勝

率
も
下
が
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
計
算
ず
み
で
す
。
と
に
か
く
自
分

が
た
の
し
み
た
い
か
ら
、
や
る
ん
で
す
」

〃
内
藤
自
在
流
〃
。
先
輩
の
将
棋
な
ん
か
研
究
し
な
い
不
熱
心
さ

を
誇
り
と
す
る
。

「
悪
手
で
勝
つ
の
が
一
番
ラ
ク
で
す
。
相
手
は
驚
き
、
あ
わ
て
て

ペ
ー
ス
を
乱
し
て
く
れ
ま
す
か
ら
ね
」

徹
底
し
た
攻
撃
型
。
そ
の
代
り
、
自
分
の
王
の
ま
わ
り
は
、
い

つ
も
ス
カ
ス
カ
の
裸
同
然
Ｉ
。

「
王
の
回
り
を
固
め
た
ら
相
手
も
そ
う
す
る
。
そ
れ
じ
ゃ
勝
負
が

面
白
う
な
く
な
る
。
私
の
将
棋
は
、
お
互
に
王
手
が
多
い
か
ら
、

観
て
る
方
も
た
の
し
め
る
ん
で
す
よ
」

将
棋
は
音
楽
。
頭
よ
り
音
感
が
モ
ノ
を
い
う
。
才
能
よ
り
性
格

が
出
る
も
の
、
と
い
う
の
が
持
論
。

「
大
山
（
康
晴
）
の
将
棋
な
ん
か
見
て
ご
ら
ん
。
ひ
ど
く
用
心
深

い
。
勝
を
急
が
ず
、
相
手
が
苦
し
ん
で
い
る
の
を
み
て
楽
し
む
ト

コ
が
あ
る
。
ヘ
ビ
的
性
格
な
ん
で
す
よ
」

そ
ん
な
こ
と
、
い
う
て
も
え
え
の
か
な
。
そ
う
で
な
く
と
も
、

反
逆
児
だ
の
、
ス
タ
ン
ド
プ
レ
イ
が
過
ぎ
る
の
と
、
マ
ュ
を
ひ
そ

め
る
向
き
も
あ
る
よ
う
で
：
：
：
。

「
エ
エ
カ
ッ
コ
し
て
る
と
は
思
っ
て
ま
せ
ん
が
ネ
、
た
し
か
に

姪
ん
ね
本
幸
日
の
出
し
す
ぎ
、
正
直
に
い
い
す
ぎ
が
あ
り
ま
す
な
。
そ
や
か

ら
、
将
棋
さ
し
と
は
、
な
る
べ
く
会
わ
ん
よ
う
に
、
一
緒
に
飲
ま

ん
よ
う
に
し
と
る
ん
で
す
」

「
東
京
で
有
望
や
い
わ
れ
と
る
け
ど
、
ア
レ
、
全
然
ダ
メ
や
で
己

な
ん
て
将
棋
評
を
、
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
で
、
公
然
と
や
っ
て
の
け

る
か
ら
ら
し
い
。

「
し
か
し
ね
え
、
将
棋
さ
し
ぐ
ら
い
は
、
ホ
ン
ト
の
こ
と
い
っ
て

も
い
い
職
業
や
と
思
う
け
ど
な
ぁ
」

急
に
声
を
落
と
し
た
。
実
感
が
こ
も
っ
た
。
よ
ほ
ど
、
舌
禍
の
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あ
と
は
ご
随
意
に
読
め
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
ひ
と
、
や
た
ら
に
多
忙
で
あ
る
。
第
一

対
局
数
が
ス
ゴ
イ
。
前
年
度
は
七
十
余
局
を
指
し
た
。
も
ち
ろ
ん

棋
界
一
だ
。
そ
れ
に
単
行
本
、
詰
め
将
棋
の
解
説
と
、
原
稿
は
す

べ
て
自
分
で
考
え
て
筆
を
と
る
。

「
週
刊
誌
に
連
載
し
て
る
大
山
さ
ん
の
詰
将
棋
な
ん
か
、
ご
本
人

は
見
も
し
な
い
。
だ
か
ら
ず
い
ぶ
ん
変
な
の
が
の
っ
て
ま
す
よ
」

ホ
ラ
、
ま
た
出
た
。

「
体
が
も
う
ひ
と
つ
欲
し
い
」
ほ
ど
忙
し
い
く
せ
に
、
こ
ん
ど
は

歌
謡
曲
。
い
っ
た
い
、
本
職
の
方
で
は
ど
ん
な
夢
を
お
持
ち
か

な
。「

ボ
ク
は
、
永
続
き
し
な
い
。
十
年
に
わ
た
っ
て
内
藤
時
代
を
築

く
、
と
い
う
タ
イ
プ
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
そ
う
で
す
な

ま
あ
一
年
か
二
年
〃
将
棋
は
内
藤
″
と
い
う
時
期
を
つ
く
り
た

い
。
そ
う
、
瞬
間
最
大
風
速
っ
て
ヤ
シ
。
そ
れ
も
、
ベ
チ
ャ
ッ
と

し
た
戦
法
じ
ゃ
な
く
っ
て
ネ
、
ど
の
敵
も
つ
ぎ
つ
ぎ
に
粉
砕
し
て

ゆ
く
と
い
う
や
り
方
で
ね
」

出
た
、
出
た
。
こ
れ
ぞ
真
骨
頂
。
マ
ッ
テ
マ
シ
タ
と
、
大
向
こ

う
か
ら
声
が
か
か
り
そ
う
な
．
…
・
・
。

「
し
か
し
、
そ
れ
も
、
歌
も
や
る
か
ら
、
一
年
ほ
ど
ズ
レ
ま
す
わ

な
あ
」ま

た
話
が
歌
謡
曲
に
戻
っ
た
。
い
っ
そ
、
き
ょ
う
は
演
歌
対
談

と
い
き
ま
す
か
。
こ
っ
ち
も
実
は
森
進
一
の
大
フ
ァ
ン
で
．
…
・
‐
。

「
ホ
ウ
（
に
わ
か
に
身
を
乗
り
出
し
て
）
森
進
一
、
い
い
ね
え
。

〃
命
か
れ
て
も
″
な
ん
か
絶
品
や
。
そ
れ
に
〃
ひ
と
り
酒
場
で
〃

こ
れ
も
聞
か
せ
る
．
・
・
・
．
．
（
以
下
、
延
々
と
論
評
が
つ
づ
く
）
」

そ
や
け
ど
、
彼
、
最
近
、
新
境
地
の
フ
ォ
ー
ク
調
で
、
な
か
な

か
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
で
す
よ
。

「
う
－
ん
。
〃
さ
ら
ば
友
よ
″
以
来
、
変
わ
っ
て
き
た
な
ァ
。
そ

う
や
、
ど
う
で
す
。
森
進
一
ナ
ン
バ
ー
で
、
塞
詳
と
歌
の
対
決
。

一
一
一
宮
の
ク
ラ
ブ
あ
た
り
で
、
い
つ
ち
よ
う
勝
負
し
ま
し
ょ
う
や
」

読
者
の
み
な
さ
ん
。
そ
の
節
は
、
ぜ
ひ
聞
き
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

’
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